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Q．岩手で食べられているという「半殺し」って、一体なんのことでしょう。 

 
 
 

県立図書館に寄せられたレファレンスの事例を紹介します。 

〔回 答〕 

「半殺し」とは、「おはぎ」又は「ぼたもち」の方言です。 

 

「半殺し」という言い方は、山形・福島・群馬・埼玉・千葉・新潟・長野・兵庫・島根等、全国で用いられています

（参考文献 1・2）。言い方の由来については、参考文献 3 に次のような記載があります。 

“「ボタモチ」は餅米にうるち米をまぜて軽くつき、丸めて、小豆の餡をまぶす。つまり、餅米を半分殺して作 

るので、「ハンゴロシ」（半殺し）という名称がある。” 

岩手でも、県南の奥州市水沢地方の方言等に「半殺し」という言い方が確認できます（参考文献 4・5・6）。 

 

 「半殺し」は「おはぎ」と「ぼたもち」両方の意味で用いられますが、一般に「おはぎ」は年越しした固い小豆をこ

しあんにして春の彼岸に供え、「ぼたもち」は皮が柔らかい新豆をつぶあんにして秋の彼岸に供える、という風

に言われています（参考文献 7・8）。 

 「お萩（おはぎ）」…小豆を茹で二つに切った姿が萩の花に似ており、餅のおはぎは萩の花の群がっているの 

に似ているところからこの名があります。 

 「牡丹餅（ぼたもち）」…またの名を夜船（つくことを知らずの意から）。春の彼岸、牡丹の咲く頃にお供えするこ

とからこの名があります。黒牡丹の花に似ているから、とも言われます。 
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〔調査プロセス〕 

1.方言辞典、岩手の方言に関する資料を通覧。 

2.「おはぎ」「ぼたもち」の語源について、語源辞典等を確認。 
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